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GEORGIA（オリジナル）に関する基礎特性変化の研究

1. 緒言

GEORGIAシリーズの開発と普及は近年目覚ましいものがあり，幅広い購買層に支持されている．また，仕事中，休憩中，運転中など様々な生活シーンにおいて缶コーヒーの利用が実用化されている．そのためわが国では，各社より様々なブランドの商品が発売され競争を行なっている．

ジョージアオリジナルは，1974年の発売以来，味や缶のデザインにおいて幾多の改良が繰り返されてきた．発売30周年を迎えた今年，ジョージア発売時の復刻版が発売される運びとなった．

　そこで本研究では，復刻版ジョージアオリジナルと現行のジョージアオリジナルの飲み比べを行い，その特性について基礎的検討を行なう．

2. 実験方法

実験には，日本コカ・コーラ製コーヒー飲料ジョージアオリジナル30周年記念復刻版（図1-a）と，同じく日本コカ・コーラ製コーヒー飲料ジョージアオリジナル通常版（図1-b）を用いる．
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a)reprinted edition
b)normal edition

Fig.1 Overview of Georgia original(1)
　実験は，復刻版と通常版を飲み比べることによって行い，甘さ，苦味，酸味，マイルドさ等について測定する．測定には麦島製味覚感知装置SHITAを用いる．

3.実験結果と考察

実験結果を以下の図2に示す．
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Fig.2 味の変遷と今後の予想

　実験結果より，現在のものは発売当時(1974年）のものより，酸味が強く，苦味が少ないものになっていることがわかった．水っぽさはいずれもハイレベルをキープしていた．

　飲み比べた人の全般的な意見をまとめると，「どっちも水っぽくてまずいけど，復刻版の方が懐かしいかんじがする」と言ったところだろうか．

　グラフより，30年後には苦味が無くなり，甘酢ミルクになっていることが予測される．

4．結言

　今回の実験より以下の結論が得られた．

・昔の缶コーヒーってもっと甘いイメージがあったけど，そうでもなかった．

・缶コレクターとしては，昔のデザインの方が好き．

5．今後の予定

　40周年，50周年時もこのような復刻版が発売されるようであれば，引き続き調査を続けていく予定である．
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